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前
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の
技
術

ム
ダ
に
せ
ず

師
雅
渤
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長
期
連
続
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
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理
念
に
近
づ
く

こ
れ
ま
で
培
っ
た
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
生
か
し
て
人

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
と
環
境
の
実
現
を
目

指
す
。「会

社
の
理
念
に

一
歩

近
づ
い
た
」

各
種
セ
ン
サ
ー
開
発
ベ

ン
チ
ヤ
ー
の
オ
ー

。
土
ス

・
ピ
ー
の
山
本
弘
信
社
長

は
う
れ
し
そ
う
に
こ
う
話

す
。そ

の
成
果
と
な
っ
た
装

置
が
石
油
類
、
塩
素
系
有

機
物
質
の
漏
れ
や
相
対
濃

度
を
簡
易
、
迅
速
に
検
知

で
き
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ

（揮
発
性

有
機
物
質
）
セ
ン
サ
ー
装

置
だ
。

環
境
汚
染
原
因
と
な
る

有
機
物
質
を
調
査
す
る
に

は
、
検
知
管
や
採
取
し
た

サ
ン
プ
ル
を
ガ
ス
ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
蛍
光
分

析
法
を
利
用
し
て
検
知
す

る
手
法
な
ど
が

一
般
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か氏

し
、
長
期
連
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
は
難
し
ぐ
、
煩

雑
な
測
定
手
続
き
が
必
要

と
な
り
、
時
間
や
コ
ス
ト

が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

新
装
置
は
長
期
、
継
続

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
可

能
で
、
パ
ソ
コ
ン
と
の
接

続
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
も
対
応
す

込
ん
で
の
利
用
も
可
能

だ
。

「汚
染
現
場
で
の
簡

易
調
査
、
分
析
用
と
し
て

は
最
適
だ
」
と
山
本
社
長

は
自
信
を
見
せ
る
。

新
装
置
は
有
機
物
質
の

有
無
、
濃
度
を
検
知
す
る

検
知
プ
ロ
ー
ブ
と
濃
度
な

ど
が
デ
ジ
タ
ル
表
示
さ
れ

る
操
作
部
か
ら
な
る
。
検

知
プ
ロ
ー
ブ
内
の
セ
ン
サ

ー
素
子
は
、
シ
リ
コ
ン
基

板
に
有
機
物
質
の
み
吸
着

す
る
新
規
高
分
子
膜
を
コ

ー
テ
イ
ン
グ
し
て
い
る
。

有
機
物
質
が
蓄
積
す
る
と

ジ
リ
コ
ン
基
板
上
が
厚
く

な
る
。
膜
厚
と
屈
性
率
の

初
期
数
値
と
吸
着
後
の
そ

れ
ぞ
れ
の
数
値
の
差
や
変

化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
で
有
害
物
質
を
検

知
、
濃
度
検
査
す
る
。

「
こ
の
装
置
開
発
は
前

職
で
培
っ
た
技
術
の
成
果

の
第

一
弾
製
品
と
な
る
」

と
山
本
社
長
は
説
明
す

スυ
。山

本
社
長
は
独
の
大
手

化
学
メ
ー
カ
ー
、
ヘ
キ
ス

ト

（現
ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
）

日
本
法
人
の
ヘ
キ
ス
ト
リ

サ
ー
チ
ア
ン
ド
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
、
先ヽ
端
化
学
材
料

を
開
発
す
る
研
究
開
発
部

門
の

「有
機
物
質
セ
ン
サ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
技
術

者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
セ

ン
サ
ー
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

解
雇
通
告
で
奮
起

し
か
し
、

ヘ
キ
ス
ト
が

医
薬
品
部
門
に
経
営
資
源

を
集
中
す
る
リ
ス
ト
ラ
を

断
行
、
解
雇
通
告
を
受
け

る
。
他
社
か
ら
の
誘
い
も

あ
っ
た
が
、

「手
掛
け
て

い
た
技
術
の
研
究
を
途
中

で
投
げ
出
す
こ
と
は
で
き

な
か

っ
た
」

（
山
本
社

長
）
と
起
業
す
る
こ
と
を

決
意
、
三
十
二
歳
で
独
立

し
た
。
研
究
で
用
い
て
い

た
各
種
研
究
用
機
器
を
退

職
金
で
買
い
取
っ
た
。
ま

た
、
研
究
員
時
代
に
出
願

し
た
ヘ
キ
ス
ト
に
帰
属
し

て
い
た
特
許
も
独
占
的
な

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
ん

で
新
装
置
の
開
発
に
利
用

し
た
。

独
立
後
、
企
業
に
属
し

て
い
て
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
資
金
面
、
企
業
間
と
の

信
頼
、
実
績
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
を
体
験
し
た
。

そ
の
過
程
で
生
ま
れ
た
独

自
技
術
を
用
い
て
軽
油
の

品
質
を
現
場
で
簡
易
に
調

査
す
る

「軽
油
チ
ェ
ッ
カ

ー
」
を
開
発
、
販
売
を
始

め
た
。
各
地
の
自
治
体
な

ど
利
用
さ
れ
て
製
品
化
を

実
現
し
た
が
、

「ま
だ
ま

だ
普
及
し
き
れ
て
い
な

い
」
と
山
本
社
長
は
現
状

社̈．十分　喘二。理崚紳狂畔諸れに
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環
境
汚
染
原
因
と
な
る
有
機
物
質
を
現
場
で
簡

易
、
迅
速
に
検
出
す
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
セ
ン
サ
ー
装
置

（独
自
開
発
の
新
規
高
分
子
膜
索
子
と
光
検
出
技

術
を
利
用
す
る
）
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（
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年
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月
期
見
込

み
）

◇
従
業
員
＝
四
人

を
話
す
。

一
方
、
新
装
置
は
環
境

汚
染
現
場
で
の
簡
易
調

査
、
分
析
用
の
ほ
か
、
石

油
化
学
プ
ラ
ン
ト
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
タ
ン
カ

ー
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
な
ど

の
漏
洩

（ろ
う
え
い
）
チ

ェ
ッ
ク
や
化
学
製
品
な
ど

の
生
産
過
程
中
の
プ
ロ
セ

ス
管
理
と
い
っ
た
工
業
分

野
な
ど
幅
広
い
利
用
が
見

込
め
る
。
そ
の
市
場
は
大

き
い
。
　
　
　
　
　
．

「今
後
は
現
在
開
発
中

の
水
中
の
有
機
物
質
の
有

無
や
濃
度
を
検
知
で
き
る
一

セ
ン
サ
ー
と
の
併
用
で
総

合
的
な
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
利
用
で
き
る
。
市
場

規
模
は
と
て
も
大
き
い
」

と
今
後
の
展
開
に
期
待
を

寄
せ
る
。

（神
庭
芳
久
）
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水
曜
日
に
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載
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